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2017 年度日本薬史学会総会の決定に基づき、日本薬史学会賞、日本薬史学会奨励賞、および日本薬史学会
特別賞を公募いたします。日本薬学会賞は薬史学に関する学術の進歩発展に顕著な功績をなした方、日本薬
史学会奨励賞は、本学会の活動において、顕著な貢献の可能性を示している方あるいは活発な研究発表を行っ
ている方、日本薬史学会特別賞は、高度な学術的貢献または本会の維持運営に特に功績のあった方に対して
授与します。推薦者（自薦・他薦）は本学会会員とし、下記推薦様式により 2017 年 10 月 30 日までに郵送にて
申請してください。なお、各賞の選考には本学会褒賞規程に従い、選考委員会を設置し理事会にて決定します。

日本薬史学会賞など 3 賞の公募について
日本薬史学会会長　折原　裕

第10回柴田フォーラム報告
柴田フォーラム委員長：船山信次

　日本薬史学会主催「第 10 回柴田フォーラム」が、2017（平成 29）年 8 月 5 日（土）東京大学大学院薬学系研究
科 南講義室（〒 113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1）にて開催された。猛暑の中、出席者は 48 名を数えた。
　開会に先立ち、船山委員長の挨拶の後、折原裕日本薬史学会長から、これまでの第 1 回〜第 9 回までの柴
田フォーラムについて紹介された。
　今回は、第 10 回目の柴田フォーラムということで、日本薬史学会の設立にも御尽力された清水藤太郎先生
の縁者である清水眞知先生と、日本薬史学会の会長としても御尽力された柴田承二先生と縁の深い奥山徹先
生に講演をお願いした。

₁　推薦書類は、A4 版用紙に記載するものとする。
₂　推薦書類は、次のとおりとする。
　⑴推薦書（2 ページ以内で次の内容を含む）
　　Ａ　被推薦者の氏名、所属、職名
　　Ｂ　推薦する理由（業績タイトルをつける）
　⑵被推薦者の履歴書（1 ページ）
　⑶関連する業績リスト（形式不問）

₃　推薦書類の送付先：
　　　　〒113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16
　　　　 （一財）学会誌刊行センター内
　　　　日本薬史学会事務局
　　　　日本薬史学会会長
　　　　　　TEL （03）3817-5821

推薦様式
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■講演 1　�清水藤太郎と平安堂薬局

� 2017 年 8月5日　14：00〜 15：20

� �清水眞知先生（NPO法人薬剤師と薬局活動

ネットワーク・平安堂薬局顧問）

　 　清水眞知先生は、『日本薬学史』などの著者であ
り、東邦大学名誉教授でもある清水藤太郎先生の
お孫さんの奥様にあたり、御自身も薬剤師である。
清水眞知先生は清水藤太郎先生が薬剤師として活
躍された平安堂薬局の歴史や、清水藤太郎先生の
生涯についてお話になられた。講演の途中で、清
水藤太郎先生の肉声も聞かせていただいたが、実
に若々しくまた歯切れの良い話しかたをされる方
だと思った。

　 　平安堂薬局は明治 3 年に横浜・馬車道に家伝薬
「上気平安湯」を主力商品として創業、本年で 147
年目を迎える。清水藤太郎先生はその三代目であ
る。仙台市の御出身で、前名を長尾藤太郎といい
明治 19 年に生まれた。16 歳で薬学の道に入るきっ
かけとなった仙台医学専門学校の用務員となり、
19歳で薬剤師国家試験に合格、20歳になるのを待っ
て薬剤師登録、神奈川県庁衛生技師として横浜に
足を踏み入れた。県の衛生関係の仕事と共に県薬
の理事になり、二代目の清水榮助氏との縁が生ま
れ、長尾藤太郎は養嗣子となって清水姓となった。

　 　清水藤太郎先生は、横浜植物会への参加により
牧野富太郎博士に、また、東大薬学科生の植物採
集への参加で朝比奈泰彦教授に指導を受け、正倉
院薬物調査や日本薬史学会の創設などその後の活
動につながった。神奈川県薬剤師会会長時には、
横浜優良品販売会（ハマユウ）を発足させ乱売矯正
に努めた。昭和10年から帝国女子医薬専門学校（現
東邦大学薬学部）で調剤学を担当し、薬剤学その

後薬局方や漢方なども講義し、昭和 46 年まで 36
年間学生を指導された。

　 　清水藤太郎先生は調剤学（薬剤学）、薬局方、薬
学史、漢方、薬局経営学、薬学語学の 6 部門に精
通し、約 100 冊の専門書を著された。実学の大家
であり、教育者、薬剤師職能、薬局経営者、職能
団体の長としてその実践に邁進した稀有な人物。
常時薬学だけにフォーカスする意志の強さと職業
人薬剤師の未来を応援し寄り添う優しさにあふれ
た人物でもあったという。

■講演 2　�柴田承二先生との思いを語る

� 2017 年 8月5日　15：30〜 16：50

� 奥山徹先生（学校法人明治薬科大学理事長）

　 　奥山徹先生は、柴田承二先生が東京大学定年退
官の後、明治薬科大学教授として赴任されてから、
御一緒に活躍され、正倉院薬物の研究にも携わら
れている。

　 　明治薬科大学大学院修士課程の生薬学講座は黒
野吾一教授（金沢大学定年退職）と奥山徹助教授で
スタート（1975 年 4 月）したが、同年 12 月に黒野
教授が逝去された。柴田承二先生は 1976 年 3 月
に東大薬学部教授を 60 歳で定年退職をされ、明
治薬科大学教授として着任された。

　 　この講演では、柴田承二先生の米寿の際に刊行
された『柴田承二 薬学研究余禄』の中で語られた
明治薬科大学との係わり、並びに明治薬科大学を
通して奥山先生とのふれあい・思い出等を紹介し
てくださった。

　 　柴田承二先生が東大時代に生薬の研究を行うこ
とになったきっかけは、“正倉院薬物との出会い”
であったと述べられていたことも紹介された。正
倉院第一次調査（朝比奈泰彦団長：1948-49 年）に
引き続き、第二次調査（1994-95 年）では団長とし
て、正倉院宝庫の中で生薬の鑑定・同定を行うと
共に、関連する研究を展開されたとのこと。この
第二次調査には奥山徹先生も参加されている。

　 　奥山先生が教授を退任された際には柴田先生か
ら祝辞が寄せられたことや、柴田先生が時間を実
に有効に使われ、忙しい中でも昼休みにテニスを
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日本薬史学会 2017 年会（埼玉）のご案内
年会長：船山信次（日本薬科大学教授）

　日本薬史学会 2017 年会（埼玉）を下記の要領で開催します。本年会では、一般講演のほか、特別講演「百年
を超えて活きる医薬品〜ジアスターゼ、アドレナリンと高峰譲吉〜」（NPO 法人高峰譲吉博士研究会理事長 石
田三雄先生）、 市民公開講座「カレーと漢方にまつわる話（日本薬科大学学長 丁宗鐡先生）を企画しました。当
学会会員ほか関係の皆様の御来場をお待ちしております。

【開 催 期 日】2017 年 10 月 28 日（土）10：00 〜（受付開始 9：30 〜）
【会　　　場】日本薬科大学 さいたまキャンパス講義棟 3（日本薬科大学東門近く）
　　　　　　〒 362-0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室 10281
　　　　　　TEL：048-721-1155（大学代表）
【年会事務局】事務局長 : 新井一郎（日本薬科大学教授）
　　　　　　TEL：048-721-6457 ／ FAX：048-721-6529
　　　　　　E-mai：yakushi2017@nichiyaku.ac.jp
【懇　親　会】年会終了後、日本薬科大学食堂厚生棟 4 階で行います。
【発表演題の申込み】締め切りました。多数の申込み、ありがとうございました。
【年会参加申込み】 参加申込書（書式は日本薬史学会 HP にあります）に記入し、年会事務局にお送り下さい。メー

ルの件名には「薬史学会 2017 参加申込み」とご記入下さい。事前参加申込みは、10 月 7 日（土）
をもって締め切ります。参加費は、事前振込みとなりますので、10月7日までにお振込み下さい。
それ以降は当日参加扱いとなります。

【振　込　先】取引銀行：埼玉りそな銀行伊奈支店（店番号 333）　預金種別と口座番号：（普）3958761
　　　　　　名義人 : 日本薬史学会 2017 年会（埼玉）実行委員会
【参　加　費】�①年会：一般会員（事前登録 4,000 円・当日参加 5,000 円）/ 一般非会員（6,000 円）/ 学生（会員無料・

非会員 1,000 円）　②懇親会：一般 5,000 円 / 学生 1,000 円
【薬史ツアー】�木村孟淳記念日本薬科大学漢方資料館見学会（学会開催棟 1 階 / 随時見学）

以上、ご来場をおまちしております。

され、研究室の旅行でもテニスコートのあるとこ
ろを選ばれたこと、夜は学生たちとも酒を飲みな

がら語りあわれたことなど、明治薬科大学にての
交流の思い出などもお話しになられた。

　 　柴田フォーラムの後、17 時より薬学図書館 1 階
ロビーにてビア・パーティが開催され、29 名参加。
船山委員長の司会により、本会名誉会員の山田光
男先生の乾杯の音頭にてパーティの開会、和気あ
いあいとした中で、旧交を温めあった。中締めの
前には五位野政彦先生（本会理事）による「たにし
踊り」が披露され、本会常任理事の西川隆先生の
御挨拶にて締めとなった。
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梅雨のさなか、晴れ間のみえる穏やかな一日、
平成 29 年 7 月 1 日（土）、17 時より『キング　オ
ブ　キングス』（大阪市北区梅田 1-3　大阪駅前第 1
ビル B1）におきまして「第９回日本薬史学会関西支
部研修会」が開催されました。今回当関西支部会員
の３名を講師に「薄荷をめぐる歴史的変遷と今日」
と題して、話題をご提供いただきました。

まず冒頭に当関西支部の村岡　修支部長が所用に
て今回ご欠席のため、播磨章一理事に開催のごあい
さつをいただきました。

ごあいさつの内容の一部として、播磨理事が本年
米寿をお迎えになられたこと、現在大阪市内の医療
機関の薬局において、患者さまの生活指導を担当さ
れていること、などをご紹介いただきました。誰も
が認めることと存じますが、ますますお元気な播磨
理事の、健康長寿を実践され思慮分別高く優しいお
人柄は、医療現場でのご指導で、さぞかし多くの患
者さまに生きる希望と勇気を与えていらっしゃるも
のと、参加者一同きき入りました。

播磨理事の本会合冒頭のごあいさつではずみをつ
け、この後“薄荷栽培と加工品製造の歴史”（長岡
実業株式会社　川崎元士氏）、“岡山からの薄荷栽培”

（株式会社エバルス　土岐隆信氏）および “和種ハッ
カの学名変遷”（京都大学大学院薬学研究科　伊藤
美千穂氏）の３演題を一気に駆け抜けました。

まず川崎氏からは本研修会で話題の中心でありま
す薄荷について、ペパーミントとスペアミントとの
比較を植物形態学および各精油の主要成分を交えて
ご説明いただきました。

この後、氏が勤務される長岡実業㈱の 1804（文
化元）年の大阪伏見町での創業に始まり、薄荷の仲
買の開始、1897 年（明治 30）頃の横浜における薄荷
製造の着手、関東大震災後に本社・工場を兵庫県神
戸市に、さらには同県西宮市内に移転してから今日
に至る歴史を国内外の薄荷に関する歴史的な変遷も

織り交ぜ、詳述されました。
次に岡山県ご出身の土岐氏によります講演におき

まして、薄荷の栽培は 1817（文化 14）年、岡山県
総社市で始まり、1965（昭和 40）年頃まで岡山県に
て大規模に栽培されてきましたことが紹介されまし
た。1937（昭和 12）年頃には日本は世界の薄荷生産
高の 8-9 割を産出し、薄荷は日本の主要な輸出品の
ひとつであり、北海道そして岡山県が代表的な産地
でありました。

国内の薄荷栽培については、幾多の変遷を経て、
戦時中の食糧増産のために減反、合成メントールの
普及（昭和 41 年 50%）および貿易の自由化（昭和 46
年、58 年関税引下げ）によって、国内の薄荷栽培は
衰退しました。

昨今の薄荷栽培として、①現在インドおよび中国
で栽培生産（わずかに北海道で栽培）、②東洋薄荷
工業株式会社（岡山県里庄町）では輸入した取卸油
を精製し「薄荷」製造、および③岡山県倉敷市の市
民団体「元倉敷未来計画」の活動による薄荷の利用
法研究（倉敷ハッカ）をとりあげることができます。
これらのことから、土岐氏は江戸時代末期に始まっ
た岡山県総社市の薄荷の栽培の歴史がここにも息づ
いていると考えておられます。

本研修会の 3 番目の和種ハッカの学名に関する講
演におきまして、伊藤氏からは先ず第 17 改正日本
薬局方収載のハッカの学名Mentha arvensis  Linné 
var. piperascens  Malinvaud（Labiatae）のご紹介と
ともに、学名の命名法則の解説がありました。次に
ハッカはM. arvensis の亜種ではなく、北米自生と
されてきたM. canadensis と同一であることが遺伝
子調査により確かめられており、現在の植物分類学
では、ハッカはM. canadensis とされていることが
紹介されました。

また、M. canadensis は、（和種ハッカではない）
M. arvensis とM. longifolia の両原種より 600 万

関西支部だより

第９回　日本薬史学会関西支部研修会報告
日本薬史学会関西支部　宮崎　啓一
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年前頃に発生した古代の天然交雑種であることが分
かってきました。加えて、この同一種の異なる精油
発現系の株が、東アジア（メントール系）と北米（プ
レゴン系）で定着したと推定されていることが紹介
されました。このように古くは博物学的に分類され
ていたMentha 属の植物の分類が、遺伝学的に整理・
再分類されていることが紹介されました。

当関西支部におきましては、しばらく研修会が開
催されなかったこともあり、今回 3 名の講師の先生
方によりまして、“薄荷” をめぐって共通の話題ご提
供が実現しました。3 先生方は各々企業、（元）行政
およびアカデミアのご所属の方々であり、しかも関
西支部のメンバーのみで講師を構成することができ
ました。

研修会には合計 33 名（懇親会参加者 30 名）の参
加者のうち 8 名の香料会社ご勤務の方々にもご参加
いただきました。

研修会後の懇親会におきましても、“薄荷” やその
他の話題に花が咲いたようで、今回の研修会をきっ
かけに新規会員として当学会にご入会いただいた方
もございます。

また、本研修会の開催にあたりましては、東京化
成販売㈱　大阪営業部さまよりご協賛いただき、ノ
ベルティーをご提供くださいました。ここに厚くお
礼申し上げます。

上述のとおり関係者の皆さまのおかげで本研修会
を盛会に終えることができ、次回の開催に期待も込
め、閉会いたしました。

下記の通り日本薬史学会・中部支部例会を予定し
ております。また、演題の募集も行っておりますの
で、皆様のご参加をお願いいたします。開催場所は
前年度と同様金城学院大学・栄サテライトにて予定
しております。

なお、演題等開催の詳細は決まり次第、本日本薬
史学会ホームページの『イベント案内支部活動』に
掲載しますので、ご覧頂けます様よろしくお願いい
たします。

記
日　時： 平成30（2018）年2月10日（土）午後 2 時より
場　所：金城学院大学・栄サテライト
　　　　 〒460-0003
　　　　名古屋市中区錦三丁目15番15号
　　　　 CTV 錦ビル 4 階（セントラルパーク地下

街 10A 出口前）

　 講演申し込みは中部支部事務局までお願いいたし
ます。
・中部支部事務局

　中部支部事務局長　飯田耕太郎
　 名城大学薬学部　薬学教育開発センター　教育開

発部門
　〒468-8503　名古屋市天白区八事山 150
　TEL：052-839-2710（直通）FAX：052-834-8090
　E-mail：iida@meijo-u.ac.jp

〈関西支部への参加〉
7 月 1 日の本薬史学会・関西支部のメントール関

係の有意義なご講演に支部を超えて参加させていた
だき大変に参考になりました。また、懇親会にも参
加させていただきました。多くの参加者のもと、支
部活動の今後の体制を見たような感じでした。関西
支部の皆様にお礼申し上げます。

中部支部だより

中部支部講演会の演題募集と開催案内
中部支部長　河村　典久
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1．新国際委員会での読書会の提案とその後の展開

津谷国際委員長から、引き継いで新たなメンバー
での第 1 回国際委員会を 2016 年 7 月 1 日ナポリの
下町食堂お茶の水店で開催した。これからの国際委
員会の活動として、各委員の抱負を出し合った。当
方は、それぞれの委員が執筆された 4 月刊行の「薬
学史事典」の読書会を提案した。参加した委員の賛
同が得られ、今年 3 月の常任理事会を経て、今年 4
月 17 日の総会で実施が決まった。幸いにも本事典
の刊行元である薬事日報社のご厚意で会議室を提供
して頂けることになりました。
2．ISHP�News�Letter18�で薬学史事典刊行の紹介

今 年 3 月 Newsletter 18, 2017 が 刊 行 さ れ た。
JSHP の様子は、18 〜 20 頁に掲載され、新刊紹介
のサイトで薬学史事典のカラー写真をご覧になられ
た方もあるかと思います。

http://histpharm.org/wordpress/wp-content/
uploads/2015/12/ISHP-Newsletter18.pdf
3．読書会の様子

第1回（5月24日）各論121「戦後の医薬品審査の

歴史　PMDEC新設から PMDA スタートの頃」
森本和滋：1997年7月1日に新設された PMDEC
設立の経緯、新しい承認審査体制の構築と審査に
大きな影響を与えた ICH ガイドライン等を4名
の参加者と一緒に、声を出して順番に読みながら
1時間半過ごしました。
第2回（6月21日）各論107 「病院薬剤師の歴史と

業務の変遷」小清水敏昌：医薬品情報業務（DI）
の誕生を、1971年「病院における DI活動の業務
基準」が定められた頃からの歴史を辿った。小清
水氏は、2008年第11回の JASDI学会の大会長を
務められた。参加者4名で、辰野国際委員も参加
された。
第3回（7月19日）総論5「医薬分業の歴史」故中

村健、近藤晃司：近藤氏が選んだ14カ所を、折
原会長を含む5名で読んだ。「医薬分業の歴史　
証言で綴る…」のコピーも参考に、石館守三会長
と武見太郎会長の歴史的会談や入院調剤技術料の
誕生秘話等、インパクトのある興味深い歴史証言
を近藤氏から聴くことができた。

「薬学史事典」読書会の報告
国際委員長　森本和滋
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〔Book 紹介〕

宮原　誠　著

「衛生試験所小史」
司薬場から国立衛生試験所まで
A5 版 133 頁＋附録 54 頁（非売品）

本書は、2016 年 6 月 24 日刊行された。2017 年 5
月 26 日国立医薬品食品衛生研究所（NIHS）シンポ
ジウム「用賀衛研 70 年の歩み〜歴史を振り返り、移
転後を展望する〜」が開催された。今年度中に川崎
市川崎区殿町に移転するため、多くの NIHS 関係者
が詰めかけた。かつての仕事仲間・宮原誠博士から
本書を謹呈されたので、その概要を紹介したい。

宮原は、1874 年（明治 7 年）司薬場誕生以来の
NIHS の歴史を 2018 年から 6 年間、小史として
NIHS の HP に纏めてアップロードした。その内容
を纏め、非売品として出版した。第 1 〜 9 話と附録
から構成されており、第 2 話「日本薬局方誕生」には、
1869 年（明治 2 年）、オランダのユトレヒト軍医学
校の教師アントン・ヨハネス・ゲールツが日本薬局
方の父と呼ばれる所以が解説されている。岩倉具視
文部省医療局長が 1875 年薬局方の原案作成をゲー
ルツに委託した。その結果、彼は草稿を書き続け、
1877 年末に完成させた。

第 6 話「占領期の厚生省東京衛生試験所（医薬品
編）」には、空爆で焼け落ちた和泉庁舎の写真や、
1946 年 2 月 15 日世田谷用賀の旧陸軍衛生材料廠
への移転、1949 年 5 月に厚生省設置法が制定され、
その中で国立衛生試験所任務が規定され、検定検査
業務が組織としての仕事として位置づけられたこと

等、用賀に移転した経緯が詳細に記されている。
第 9 話「化学物質の擾乱と動物実験の発展」には、

1978 年生物安全性試験研究センターの設置で、サ
リドマイド等妊婦が取り込んだ化学物質が胎盤を通
過して母親の体内にいる胎児に及ぼす様々な現象を
毒性と捉える新たな技術、知識、施設及び人員の導
入がなされたこと等が記されている。

附録の「江戸時代末の天然痘。コレラの流行と衛
生」には、種痘所（東部下谷絵図）、ワクチニア牛痘
の植え継ぎ（人伝法）等の興味深い絵図が挿入され
ている。

（森本　和滋）

4．これからの予定

第4回（9月20日）各論116「薬害の歴史とそれに
伴う薬事制度の変遷」齋藤充生
第5回（10月18日）各論91「石館守三 ハンセン病

撲滅から薬学を目指す」山田光男
第6回（11月22日）各論111「医薬品の流通業史」

孫　一善

5．おわりに

若い薬学生に「使命感と責任感の醸成」の教育を
行う教材の宝庫が、薬学史事典だと思っております。
読書会は、30 回は続けたいと願っております、地
方の大学の先生も、是非一度様子を見に秋葉原まで
お越しくだされば幸いです（図）。
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編集委員会からのお知らせとお願い

医薬分業による保険調剤がまがりなりにも始
まった昭和 40 年半ばの状況は市井の薬局にとっ
ては処方せん薬としての医薬品の確保、集薬に
奔走する日々から始まったと言っても過言では
ない。病院で行われていた薬袋を並べて患者が
窓口に来ると手渡すという光景はまだ目に焼き
付いている。保険薬局の窓口も大方違いは無く
処方せん通りに薬を調剤し、揃えて窓口に進み
出、正しく使用してもらう為の服薬指導は医薬
品の使用法と使用量の用法指示説明であった。
来局する患者に明るく挨拶をし、処方せんを受
け取り、患者の名前、年齢、時に体重、連絡先
の住所、電話番号を聞く。最初は投薬カウンター
などもないところもあったが、次第に待合スペー
スや椅子も用意され、現在に近い形、環境に整
えられていった。このような保険薬局の初期の
投薬（服薬指導）から現在までを追いかけてみる
とその変化は、医療環境の変化、人々の価値観
の変化に従い、厚労省また厚生局からの指導も
相まって薬剤師自身の考えより画一的なシステ
ムの上を動いていくことになった。1983 年から

は処方内容の確認が始まる。また環境的には医
薬連携が必要との認識が示された。

1986 年からは患者情報の収集や指導内容の薬
歴管理が始まり、1996 年からは処方意図の解析
や患者への薬剤情報の提供、リスクマネージメ
ントの導入で様々な情報の活用を行うようにな
る。2000 年から始まった第 5 世代の調剤業務で
は更にこれまでの情報活用でのカウンセリング
の重要性、後発品推奨の医療費削減対策、医薬
品使用のモニタリング、支援者に対するコンサ
ルテーションの推奨に積極的な取り組みが求め
られるようになっている。

現状は健康サポート薬局として薬剤師はよく
患者の相談に乗り、くすりの使用に関するばか
りでなく、予防や養生に関してもその役目を果
たすことも期待されている。顧みれば保険調剤
のない時代に行ってきた相談スキルと適切な医
薬品の提供で信頼を得てきた諸先輩薬剤師の時
代の基本に舞い戻った感がある。これからは量
ばかりを求めた調剤業務を超えなければならな
い。

開局における
保険調剤業務の遷り変り

薬史往来

平安堂薬局　清水　眞知


